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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公開番号】特開2013-101153(P2013-101153A)
【公開日】平成25年5月23日(2013.5.23)
【年通号数】公開・登録公報2013-026
【出願番号】特願2013-35328(P2013-35328)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  15/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  15/14    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  15/14    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ  15/14    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒子をその中に含む流体を流動させるためのキャピラリと、
　流動停止デバイスと、
　該粒子を音響的に操作するための音響信号生成トランスデューサであって、粒子位置合
わせは、流動構成および停止構成において維持される、トランスデューサと、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記粒子を分析するための分析器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　粒子選別器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　粒子分別器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　フローサイトメータをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　撮像器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記流動停止デバイスは、ポンプを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記流動停止デバイスは、１つ以上の弁を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　粒子をその中に含む流体を流動させるためのキャピラリと、
　逆流デバイスと、
　該粒子を音響的に操作するための音響信号生成トランスデューサであって、粒子位置合
わせは、流動構成および逆流構成において維持される、トランスデューサと、
　を備える、装置。
【請求項１０】
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　前記粒子を分析するための分析器をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　選別器をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　分別器をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　フローサイトメータをさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　撮像器をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　前記逆流デバイスは、ポンプを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　前記逆流デバイスは、１つ以上の弁を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
　粒子をその中に含む流体を流動させるためのキャピラリと、
　該キャピラリ内における半径方向音響場において非軸対称の粒子を音響的に配向するよ
うに適合された半径方向音響信号生成トランスデューサと、
　該粒子を検査点を通して輸送するための輸送デバイスと、
　粒子分析器と
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記半径方向音響信号生成トランスデューサは、前記キャピラリにおいて前記粒子を整
列させる、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記半径方向音響信号生成トランスデューサは、前記キャピラリにおいて前記粒子を濃
縮する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記半径方向音響信号生成トランスデューサは、前記粒子を整列させる音響場を生成す
る、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記粒子を整列させる流体力学的シースを備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　撮像器をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　１つ以上の粒子を音響的に操作するための方法であって、
　１つ以上の粒子を含む流体を流動させることと、
　音響放射圧を該流体に向けることであって、該音響放射圧は、１つ以上の粒子の位置合
わせを流動構成および停止構成において音響的に維持することと、
　該流体を停止させることと、
　該粒子のうちの少なくとも１つをレビューすることと
　を含む、方法。
【請求項２４】
　前記レビューすることは、前記粒子のうちの少なくとも１つを分析することを含む、請
求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記レビューすることは、前記粒子のうちの少なくとも１つを選別することを含む、請
求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記流体をフローサイトメータを通して流動させることをさらに含む、請求項２３に記
載の方法。
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【請求項２７】
　１つ以上の粒子を音響的に操作するための方法であって、
　１つ以上の粒子を含む流体を流動させることと、
　音響放射圧を該流体に向けることであって、該音響放射圧は、１つ以上の粒子の位置合
わせを流動構成および逆流構成において音響的に維持することと、
　該流体の流動の方向を逆にすることと、
　該流動において逆行された該粒子のうちの少なくとも１つをレビューすることと
　を含む、方法。
【請求項２８】
　前記レビューすることは、前記粒子のうちの少なくとも１つを分析することを含む、請
求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記レビューすることは、前記粒子のうちの少なくとも１つを選別することを含む、請
求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記流体をフローサイトメータを通して流動させることを含む、請求項２７に記載の方
法。
【請求項３１】
　粒子分析器のフロー流において粒子を音響的に配向するための方法であって、
　粒子をフロー流によって流動させることと、
　音響放射圧を該粒子に向けることと、
　該粒子分析器の該フロー流において該粒子を音響的に配向することと
　を含む、方法。
【請求項３２】
　前記粒子分析器は、フローサイトメータである、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記音響放射圧は、非対称的である、請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記粒子は、非対称的である、請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　前記粒子の所定の配向を選択することをさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３６】
　前記配向は、光学的散乱平面内にある、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　粒子非対称性に基づいて異なる種類の粒子を区別することをさらに含む、請求項３１に
記載の方法。
【請求項３８】
　粒子集団の繰り返し可能な配向をもたらすことをさらに含む、請求項３１に記載の方法
。
【請求項３９】
　前記粒子を選別することをさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４０】
　前記選別することは、サイズに基づく粒子の事前分析インライン分離を含む、請求項３
９に記載の方法。
【請求項４１】
　流動軸を中心に、極性方向に前記粒子を整列させることを含む、請求項３１に記載の方
法。
【請求項４２】
　流動方向に前記粒子を整列させることを含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４３】
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　前記粒子を分別することをさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記粒子は、赤血球または血小板である、請求項３１に記載の方法。
【請求項４５】
　前記粒子は、精子である、請求項３１に記載の方法。
【請求項４６】
　粒子分析器において粒子を分析するための方法であって、
　１つ以上の粒子をフロー流において流動させることと、
　半径方向音響放射圧を該フロー流に向けることと、
　非対称粒子を該フロー流において音響的に配向することと、
　各粒子を検査点を通して輸送することと、
　該粒子の各々を分析することと
　を含む、方法。
【請求項４７】
　前記粒子を前記フロー流において整列させることをさらに含む、請求項４６に記載の方
法。
【請求項４８】
　前記整列させることは、音響場による、請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記整列させることは、流体力学的収束による、請求項４７に記載の方法。
【請求項５０】
　前記粒子を前記フロー流において濃縮することをさらに含む、請求項４６に記載の方法
。
【請求項５１】
　フロー流において１つ以上の粒子を分析する方法であって、
　ランタニドにより１つ以上の粒子を標識することと、
　該粒子をフロー流において流動させることと、
　該フロー流の方向に沿って該粒子を整列させるために、半径方向音響放射圧を該フロー
流に向けることであって、該半径方向音響放射圧は、流体の流動、停止、逆流の間、粒子
位置合わせを維持する、ことと、
　該ランタニドにより標識された該粒子の少なくとも一部分を分析することと
　を含む、方法。
【請求項５２】
　前記フロー流を停止させることをさらに含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記フロー流を逆行させることをさらに含む、請求項５１に記載の方法。
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